
5～6月と気候がとてもよく、園庭で遊ぶにはとても気持ちのよい日が
続きました。コロナ禍でもあり、家庭で思う存分に体を動かして遊ぶこ
との少なくなった子どもたちにとって、幼稚園の園庭で友達と共に過ご
す時間は、今まで以上に大切なものであると感じています。

そんな中、昆虫が大好きな子どもたちが、家で見つけたチョウチョウ
やバッタ、カタツムリなどを水槽に入れ、毎日大切そうに持ってきてく
れるようになりました。それをクラスにお披露目し、また家に持ち帰る
…。

そんなやりとりの中で、子どもたちは、飼育するための住処や食べ物
などを自分たちで調べたり、その生態を伝え合ったりしながら、生き物
への関心を高めています。

学びのアルバム NO.５



幼稚園の園庭で見つけた「ツマグロヒョウモン」の幼虫が、さなぎになりま
した。真っ黒で触るとチクチクと痛そうなトゲに覆われた幼虫が、飼育ケース
の中に渡された割り箸の上を一生懸命に登り、動かなくなりました。

そして、形を変えて動かなくなったさ

なぎが、体の一部をキラキラと輝かせる

様を、子どもたちはとても不思議そうに、

そしてその小さな命を愛おしみながら、

毎日観察を続けました。

2週間が経った頃でしょうか？ 飼育

ケースをのぞき込んだ子どもの目の前で、

「ツマグロヒョウモン」は大きな羽を広

げました。

幼虫からさなぎへ、そしてチョウチョウへ



年少さんに誘われ保育室へ！
年長さんもびっくりです！

昨日は、さなぎだったんだ
けど、朝きたらチョウチョウ
になってたんだよ。



これは僕の持ってき
たサワガニだよ！



雨の日に、僕の家の前を歩いてたんだ！



これは、けいちゃんの家にいた『変身バッタ』

色が変わるんだって。





園外散歩で見つけた大きなカタツムリが、たくさん赤ちゃんを産ん
だよ。これには、先生たちもびっくり！



小さくても、ちゃんとカタツムリの形をしています。



下中幼稚園から沼代方面に少し足を延ばすと、今では貴重となった「棚田」
が広がり、とても美しい風景を見ることができます。

5月にはホタルが飛び交い幻想的な世界が広がる棚田にも、6月に入る頃に
は、一面に水が入り、田植えが始まります。

オタマジャクシが可愛い姿を見せる頃に、

地域の方のご協力をいただき、園外散歩に

出掛けました。道路わきの木の実、畑に咲

く草花、小さな虫…子どもたちはたくさん

のことに興味を示しながら、友達と楽しく

歩きました。

オタマジャクシを捕まえよう！



さあ、出発です！忘れ物はないかな？



「右を見て」「左を見て」「後ろも見て」交通ルールの確認をします。



安全な場所は、 ソーシャルディスタンスを保って1列で歩きます。



ここが「棚田」。



オタマジャクシ、いるかな？



う～ん、つかまらないな。





バケツじゃあ
狭すぎるよ！



水槽に移してあげよう！年長さん、やり方教えてね。



ほら、ここに
いるよ！



年長組では、オタマジャクシの飼い方を家で調べてきてくれた友達が
いたことがきっかけとなり、虫メガネをもって観察会が始まりました。



時間をみながら、再挑戦！今日は捕まえられるかな。



ゆっくり、ゆっくり…ねらいを定めて…“さっと”すくう。

静かにすくうと、水が濁らないことに気付きました。



満足！満足！

ほら見て！2匹
も採れたよ！







自分たちで捕ったオタマジャクシに、足が生えました。
今まではただ捕まえることが楽しかった子どもたちも、このような活動が

きっかけとなり、しっかりと小さな命にも向き合うようになってきました。
そして、どんな所に住んでいるのか、どんなものを食べるのか、どうやって

飼ったらいいのかなどたくさんのことを、友達と一緒に学んでいます。
これからも、自然とのふれあいを通して、感性豊かな心を育んでいきます。


